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令
和
7
年

有
田
川
町
二
十
歳
の
集
い

「
令
和
7
年
有
田
川
町
二
十
歳
の
集

い
」
は
成
人
の
日
を
翌
日
に
迎
え
た
1

月
12
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
、
二
十
歳

を
迎
え
る
皆
さ
ま
が
有
田
川
町
金
屋
文

化
保
健
セ
ン
タ
ー
に
集
ま
り
ま
し
た
。

当
町
の
二
十
歳
の
集
い
に
お
け
る
対
象

者
は
２
６
５
人
で
、
当
日
は
２
１
４
人

が
出
席
。「
二
十
歳
の
集
い
実
行
委
員
会
」

が
主
と
な
り
、
自
分
た
ち
の
手
で
式
典

の
企
画
・
準
備
・
運
営
を
行
い
ま
し
た
。

式
典
で
は
中
山
町
長
を
は
じ
め
来
賓

の
皆
さ
ま
か
ら
お
祝
い
の
言
葉
が
贈
ら

れ
た
後
、
丸
田
悠
也
さ
ん
が
一
同
の
代

表
と
し
て
謝
辞
を
述
べ
、「
こ
れ
か
ら
は

一
人
の
大
人
と
し
て
、
自
分
の
言
動
や

行
動
に
責
任
を
持
ち
、
自
分
だ
け
で
な

く
、
誰
か
の
た
め
に
行
動
で
き
る
人
に

な
り
ま
す
。
そ
し
て
い
つ
か
、
生
ま
れ

一
人
の
大
人
と
し
て
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育
っ
た
こ
の
町
に
恩
返
し
が
で
き
る
よ

う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。」
と
、
決
意

し
ま
し
た
。

「
有
田
川
町
吹
奏
楽
団
」
の
演
奏
で

始
ま
っ
た
第
２
部
の
記
念
イ
ベ
ン
ト
で

は
、
豪
華
な
景
品
が
用
意
さ
れ
た
抽
選

会
や
中
学
時
代
の
恩
師
か
ら
の
ビ
デ
オ

レ
タ
ー
の
上
映
が
行
わ
れ
、
会
場
は
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

式
典
の
前
後
に
は
会
場
の
あ
ち
こ
ち
で

久
し
ぶ
り
の
再
会
を
喜
ん
だ
り
、
記
念
撮

影
し
た
り
す
る
参
加
者
の
姿
が
見
ら
れ
、

「
花
と
風
船
で
季
節
を
感
じ
る
教
室
」
の

皆
さ
ま
が
作
製
し
て
く
だ
さ
っ
た
フ
ォ
ト

ス
ポ
ッ
ト
が
彩
り
を
加
え
て
く
れ
て
い
ま

し
た
。

一
生
に
一
度
の
晴
れ
舞
台
と
な
っ
た

こ
の
日
、
二
十
歳
を
迎
え
る
皆
さ
ま
に

と
っ
て
、
心
に
残
る
一
日
に
な
っ
た
こ

と
で
し
ょ
う
。
こ
れ
か
ら
の
皆
さ
ま
の

ご
活
躍
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
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小さなことや相手の気持ちに寄り添える、
　人としてどうあるかを考えられる人に

中垣 亮人さん
二十歳の集い開催にあたり、ご協力いただきました

皆さまにお礼申し上げます。皆さまが楽しみにしていた
二十歳の集いは久々に会う人ばかりでとても心踊らされ
たと思います。久々に会う同級生や友達、巡り合えた仲
間に感謝し、この一生に一度の二十歳の集いに花を咲か
せられました。この大好きな有田川町はいつでも温かく、
まるで毛布のように迎えてくれます。このような機会を
設けてくださった方々に心から感謝申し上げます。また、
私自身も人として成長できるよう精進していきます。本
当にありがとうございました。

何事にも挑戦し、
　支えてくれている人への感謝を忘れない

北畑 晶悠さん
こうして、二十歳の集いを迎えられたことに感謝して

います。また、学生時代を共にすごした仲間たちとの式
典に携われたことを嬉しく思います。私たちはコロナウ
イルス感染症により、中学生・高校生の間、行動が制限
されていました。しかし、コロナ禍があけつつある今、
何事にも挑戦できると思っています。私がここまで成長
できたのも、たくさんの人の支えがあり、見守ってくれ
た人たちがいるからです。私個人の目標として、後悔の
ない日々を過ごすというものがあります。これからも大
人になっていく一日一日を大切にし、感謝を忘れずに過
ごしていきたいと思います。

大人 平野 日夏莉さん
無事に二十歳を迎えることができました。まずは、私

を育ててくれた両親、友人、そしてこれまで関わってく
ださったすべての方々に心から感謝いたします。幼いこ
ろに想像していた二十歳はもっと大人びた存在でした。
しかし、いまだ学生ということもあり、正直なところ「大
人」という自覚はまだ十分に持てていないかも知れませ
ん。それでも、学生でいられる残り 2 年間を大切にし、「今
しかできないこと」を全力で楽しみながら、過ごしたい
と思います。また、二十歳という節目を機に、大人とし
ての自覚を少しずつ育みながら、幼いころからの夢を叶
えるために努力を続けたいと思います。

すてきな大人になります！ 平松 希杏さん
一人では今日という日を迎えることはできていなかったと

思います。ここまで育ててくれた母親をはじめ周囲の方々に
感謝をし、これからは恩返しをしていきたいです。今後はよ
り一層、自分の行動には責任を持ち、生まれ育った有田川町
に貢献できる立派な大人になりたいです。

素直に 山口 愛鈴さん
二十歳という人生の節目を迎え、本日、無事に二十歳の集

いを迎えることができました。この場をお借りして、これま
で支えてくださったすべての方々に、心より深く感謝申し上
げます。有田川町で生まれ育ち、地域の皆さまや先生方、友
人たちとの出会いに恵まれたことは、私の大切な宝物です。
これからは大人として社会の一端を担うことに喜びと責任を
感じている次第です。愛を伝えるのも信頼するのも自分から
できるような大人になりたいと思います。貴重な経験をさせ
ていただきありがとうございました。

人のために役立つ行いを心掛ける
赤山 快斗さん

二十歳という大きな節目を祝うこの二十歳の集いを無事
に行えたこと、また多くの皆さまに支えられて式典を開催で
きたこと、感謝いたします。生まれ育ったこの有田川町に誇
りと希望を持ち、社会の一員として貢献していきたいです。
二十歳の節目を迎え、より一層一人の大人としての責任を持
ち、日々の感謝を忘れることなく、人の役に立つ人間になっ
ていくよう努力し続けます。最後に、これまで私たちを支え
てくださった皆さまに感謝申し上げます。ありがとうござい
ました。

二十歳 丸田 悠也さん
無事に二十歳という節目を迎えられたことを嬉しく思うと

ともに、今までお世話になった方々に感謝申し上げます。振
り返ってみればこの 20 年間はとても短く感じ、代わり映え
のない日が続いていたように思います。この有田川町で生ま
れ育ち、多くの方々と出会えたことを、とても幸せに感じま
す。これからは今まで以上に自分の行動に責任を持ち、どん
な困難にも屈することなく挑戦し続けられる大人でありたい
と思います。また、少しでも有田川町に貢献できるように頑
張っていきます。

令
和
7
年

二
十
歳
の
集
い

実
行
委
員

山口さん 北畑さん 平松さん 平野さん 中垣さん 赤山さん 丸田さん
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藤並
地域

田殿・御霊
地域

金屋
地域

清水
地域
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和歌山県農林水産業賞
福本 勝次さん（久野原）

写真（左から）＝中山町長、福本勝次さん

福本さんは平成 26 年度（2014 年度）から 10 年
余り清水森林組合の代表理事組合長として、素材生
産量の増大と循環型林業に尽力されました。また、
県農林大学校林業研修部のインターンシップを意欲
的に受け入れ、人材育成に取り組むなど、地域林業
の振興に貢献し、林業部門で受賞されました。

全国社会福祉協議会会長表彰

11 月 26 日（火）に開催された令和 6 年度全国社
会福祉大会において、中家未千子さんが民生委員・
児童委員功労者として全国社会福祉協議会会長表
彰を受賞されました。中家さんは平成 10 年（1998
年）から現在まで長年にわたり民生委員・児童委
員として住みよい地域づくりに貢献されています。

中家 未千子さん（水尻）

写真（左から）＝中山町長、中家未千子さん

第 17 回有田川町新春マラソン大会
1 月 13 日（月・祝）に東グラウンド周辺で新春マラソン大会を開催しました。
大会結果は次のとおりです（敬称略）。

低学年男子 低学年女子 高学年男子 高学年女子 一般男子 一般女子

1 勝又　陸斗 1 黒澤　結衣 1 田㞍　遼大 1　上嶋　いと 1　前田　博樹 1 由良　妃奈子

2 湯田　瑛大 2 前田　彩良 2 ウィリアムス竜騎 2　髙垣　芽生 2　湯田　琉雅 2 楠部　侑季

3 北野　太雅 3 宮本　果凛 3 𠮷田　陽亮 3　前田　楓菜 3　矢舩　優莉叶 3 森田　菜々

4 竹中　瑛太 4 林　杏奈 4 杉中　大心 4　松本　雫 4　赤井　航大 4 山下　姫和

5 平松　大和 5 松本　李愛菜 5 吉信　太智 5　丸谷　麻瑚 5　岩垣　貴行 5 曽根　唯花

6 井原　颯亮 6 大和杉　遥 6 淺井　悠成 6　中山　心燈 6　木下　莉玖 6 門　蒼依
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祝 100 歳　おめでとうございます
塩路 よね子さん（粟生） 和田 なみよさん（清水）

北 幸男さん（徳田） 谷関 ヱミヨさん（松原）

令和 7 年（2025 年）有田川町消防団出初式
1 月 12 日（日）、明恵の里スポーツ公園で有田川町消防団出初式を挙行しました。消防団員・消防職員参

加のもと、来賓祝辞や表彰状の授与、車両点検、分列行進などを行いました。
出初式とは一般的に、消防関係者によって行われる仕事始めの行事とされており、日々住民の安全・安心

を担っている消防団員は、今年 1 年の安全な活動を誓いました。
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木に親しむ・触れる　「キノピー教室」開催
和歌山県と有田川町共催で「キノピー教室」を有田川町内のこども園・保育園で開催しました。最初に、

木の妖精“キノピー”をテーマにした紙芝居「みんなで森へいこう」の読み聞かせを行い、森林の仕組みと
自然の大切さを学びました。紙芝居の後は、キノピーが登場し、お土産として「キノピーのぬりえ」と「キ
ノピーのポケットティッシュ」をプレゼントしてくれました。また、有田川町が独自で行っている「木育」
の時間として、有田川町産材のヒノキを使ったサイコロを作りました。「キノピー教室」と「木育」を通じて、
自然に興味を持ち、自然を大切にするという心を育んでくれることを願います。

令和 6 年（2024 年）11 月 18 日（月）に、清水こども園において、和歌山県緑化推進会および国土緑化推
進機構主催の「森の教室」が開催されました。次世代を担う子どもたちに森林が持つ役割や大切さを伝える
もので、園児たちは「どんぐりくんと森の仲間たちショー」や「森のダンス」で森の楽しさを学んだ後、屋
外でどんぐりのお話を聞き、芽が出るよう願いを込めながらプランターにどんぐり植えを行いました。

森の教室 IN 清水こども園

高石市 （大阪府） との友好都市交流事業
令和 6 年（2024 年）11 月 12 日（火）から 12 月 2 日（月）にかけて、高石市との友好都市交流事業として清

高小学校、高陽小学校、高石小学校、取石小学校の 4 校から計 251 人の子どもたちが有田川町を訪れました。子
どもたちは、有田川町の林業について学ぶ森林学習や鉄道交流館の見学・体験乗車、みかん狩りを楽しみました。
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高額医療・
高額介護
合算制度

●
高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
制
度
と
は

こ
の
制
度
は
、
医
療
保
険
（
国
民
健
康

保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
・
職
場
の

健
康
保
険
な
ど
）
と
介
護
保
険
の
両
方
の

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
世
帯
の
自
己
負
担

が
、
著
し
く
高
額
に
な
る
場
合
の
負
担
を

軽
減
す
る
制
度
で
す
。

医
療
保
険
と
介
護
保
険
の
そ
れ
ぞ
れ
の

月
額
の
上
限
額
を
適
用
し
た
後
に
、
年
間

（
毎
年
8
月
～
翌
年
7
月
）
の
自
己
負
担

額
を
合
算
し
て
、
年
額
の
「
自
己
負
担
限

度
額
」（
下
表
）
を
超
え
た
場
合
は
、
申

請
に
よ
っ
て
超
え
た
額
が
支
給
さ
れ
ま

す
。
た
だ
し
、食
費
や
居
住
費
、差
額
ベ
ッ

ド
代
に
つ
い
て
は
合
算
の
対
象
に
な
り
ま

せ
ん
。

●
支
給
の
対
象
お
よ
び
申
請

・
支
給
の
対
象

医
療
保
険
と
介
護
保
険
の
両
制
度
と
も

に
自
己
負
担
額
が
あ
る
世
帯
で
、
医
療
保

険
ご
と
に
一
つ
の
世
帯
と
み
な
し
ま
す
。

住
民
票
で
同
じ
世
帯
に
な
っ
て
い
て
も
、

加
入
す
る
医
療
保
険
が
異
な
る
と
別
世
帯

と
し
て
計
算
さ
れ
る
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

・
申
請
窓
口

7
月
末
日
現
在
に
加
入
す
る
各
医
療
保

険
の
窓
口
ま
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
添

付
書
類
と
し
て
「
自
己
負
担
額
証
明
書
」

な
ど
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。
申
請

時
に
各
医
療
保
険
窓
口
に
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

●
勧
奨
通
知

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
に
加
入
の
方
で
、
計
算
期
間
内
（
令

和
5
年
（
2
0
2
3
年
）
8
月
1
日
～

令
和
6
年
（
2
0
2
4
年
）
7
月
31
日
）

に
保
険
者
の
変
更
な
ど
が
な
か
っ
た
方
に

つ
い
て
は
、
支
給
対
象
者
の
方
に
申
請
書

な
ど
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
申
請
書
が
届

い
た
方
は
、
各
庁
舎
の
医
療
保
険
窓
口
へ

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
計
算
期
間
内
に
死
亡
さ
れ
た
方

や
市
町
村
を
超
え
て
転
居
し
た
方
、
他
の

医
療
保
険
か
ら
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し

た
方
、
介
護
保
険
住
所
地
特
例
者
の
方
な

ど
に
は
、
勧
奨
通
知
が
送
付
さ
れ
て
い
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
支
給
条
件
に
該
当

す
る
と
思
わ
れ
る
方
は
、
医
療
保
険
の
窓

口
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

【70 歳未満の方】国民健康保険または職場の健康保険加入者
（年額／令和 5 年（2023 年）8 月～令和 6 年（2024 年）7 月）

所得区分 所得要件 自己負担限度額
（年間）

ア 年間所得 901 万円超 212 万円
イ 年間所得 600 万円超 901 万円以下 141 万円
ウ 年間所得 210 万円超 600 万円以下 67 万円
エ 年間所得 210 万円以下 60 万円
オ 住民税非課税世帯 34 万円

※年間所得とは…総所得金額から基礎控除額を差し引いた額

【70 歳以上 75 歳未満の方】国民健康保険または職場の健康保険加入者
【75 歳以上の方など】後期高齢者医療制度加入者

（年額／令和 5 年（2023 年）8 月～令和 6 年（2024 年）7 月）

所得区分 所得要件 自己負担限度額
（年間）

現役並み所得者Ⅲ 課税所得 690 万円以上 212 万円
現役並み所得者Ⅱ 課税所得 380 万円以上 690 万円未満 141 万円
現役並み所得者Ⅰ 課税所得 145 万円以上 380 万円未満 67 万円

一般Ⅰ・Ⅱ 「低所得者Ⅰ・Ⅱ」「現役並み所得者」の
いずれにも当てはまらない方 56 万円

低所得Ⅱ 住民税非課税世帯（低所得Ⅰ以外の方） 31 万円

低所得Ⅰ 住民税非課税世帯
（世帯全員の所得が 0 円となる方） 19 万円

●
問
い
合
わ
せ
先

・
医
療
保
険
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

／
住
民
課
（
吉
備
庁
舎
）

・
介
護
保
険
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

／
長
寿
支
援
課
（
金
屋
庁
舎
）

年齢や世帯の所得に応じて自己負担限度額が決まります

ご存じですか？

9 広報ありだがわ　2025.2



栄養
タンパク質（肉・魚・卵・

大豆製品など）を取り、バラ
ンスよく食べましょう。

身体活動
体操や散歩、畑に行ったり、

家事を行うことで体を動かし、
筋力アップにつなげましょう。

社会参加
近所の人と出会ったら話を

したり、外出する頻度を増や
してみましょう。

高齢者の暮らしを応援！
地域包括支援センターだより 問長寿支援課（金屋庁舎）

有田川町地域包括支援センターでは、介護予防などの相談に応じています。

サインに気付いて元気力アップ
～動きやすくなる春に備えて寒い時期から始める「フレイル」予防～

フレイルは日本語で「虚弱」と訳され、健康な状態と要介
護状態との中間を指します。高齢の方は特にフレイルを発症
しやすく、多くの場合でフレイルの時期を経て徐々に要介護
状態に陥ると考えられています。つまり、介護が必要になる
前段階ともいえますが、適切な治療や予防を行うことで健康
な状態に戻ることができる時期でもあります。

【フレイルチェック】
□半年で２kg 以上の体重減少
□歩くのが遅くなった
□疲れやすくなった
□筋力（握力）が低下した
□体を動かすことが減った

【判定】
1 ～２つ該当 →フレイル予備群
３つ以上該当→フレイル

ご存じですか？

「フレイル」

フレイル予防の 3 つの柱

個人でできる運動
●アラ還世代からはじめるからだづくり
ウォーキングやラジオ体操、インボディ測定

の教室を来年度も計画中です。ご参加ください。

グループでできる運動
●ラジオ体操・いきいき百歳体操

希望者が３人集まれば実施可能です。自主
運営に向けて相談に乗ります。

フレイルチェックや健康づくりに関する
ご相談は地域包括支援センターまで

インボディ測定の様子 いきいき百歳体操の様子

鶏ささ身
納豆

枝豆卵
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A
E
D
の
重
要
性

Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
は
、

心
停
止
に
よ
る
突
然
死
を
防
ぐ
た
め
に
非
常

に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。
特
に
、
不

整
脈
が
原
因
で
心
停
止
が
起
き
た
場
合
、
早

期
の
対
応
が
命
を
救
う
可
能
性
を
高
め
ま
す
。

1
．
迅
速
な
心
肺
蘇
生
の
補
助

心
停
止
が
起
き
た
場
合
、
迅
速
な
心
肺

蘇
生
と
と
も
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
す
る
こ
と

が
重
要
で
す
。
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
自
動
的
に
心
電

図
を
診
断
し
て
電
気
シ
ョ
ッ
ク
が
必
要
か

ど
う
か
を
決
定
し
ま
す
。
心
停
止
か
ら
の

回
復
は
時
間
と
の
勝
負
で
あ
り
、
Ａ
Ｅ
Ｄ

を
す
ぐ
に
使
用
す
る
こ
と
で
救
命
率
が
大

幅
に
上
昇
し
ま
す
。

２
．
事
故
発
生
場
所
で
の
即
時
対
応

Ａ
Ｅ
Ｄ
は
そ
の
利
便
性
と
携
帯
性
か
ら
、

公
共
施
設
・
企
業
・
学
校
・
病
院
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
場
所
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

心
停
止
が
起
き
た
際
、
救
急
隊
が
到
着
す

る
ま
で
の
間
に
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
す
る
こ

と
で
救
命
の
可
能
性
が
高
ま
り
ま
す
。

3
．
非
専
門
家
で
も
使
用
可
能

Ａ
Ｅ
Ｄ
は
誰
で
も
簡
単
に
使
用
で
き
る

よ
う
設
計
さ
れ
て
い
ま
す
。
音
声
ガ
イ
ド

や
画
面
で
使
用
方
法
を
指
示
す
る
た
め
、

医
療
の
専
門
知
識
が
な
い
人
で
も
安
心
し

て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

防
火
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

本
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
令
和
６
年
度

（
2
0
2
4
年
度
）全
国
統
一
防
火
標
語「
守

り
た
い 

未
来
が
あ
る
か
ら 

火
の
用
心
」に

合
わ
せ
て
、子
ど
も
た
ち
が
火
災
予
防
の
意

見
や
考
え
を
自
由
な
発
想
で
イ
メ
ー
ジ
し

絵
画
と
し
て
表
現
す
る
こ
と
で
、正
し
い
火

の
取
り
扱
い
を
考
え
な
が
ら
、火
遊
び
や
火

災
の
予
防
に
努
め
、防
火
に
関
す
る
意
識
を

高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。町
内

の
小
学
校
か
ら
応
募
が
あ
っ
た
作
品
を
選

考
し
た
結
果
、次
の
３
作
品
が
最
優
秀
賞
、

優
秀
賞
と
し
て
選
ば
れ
ま
し
た
。

火
災　
…　
7
件

救
急　
…　
1
1
4
1
件

救
助　
…　
18
件

有
田
川
町
消
防
本
部　
☎
５
２
‐
５
９
５
０

吉
備
金
屋
消
防
署　
☎
５
２
‐
５
９
５
０

清

水

消

防

署　
☎
２
５
‐
１
２
４
３

令
和
６
年
（
２
０
２
４
年
）

12
月
末
現
在
の
出
動
件
数

消
防
だ
よ
り

最
優
秀
賞

石
垣
小
学
校
6
年
　
髙
垣 

芽
生
さ
ん

優
秀
賞

鳥
屋
城
小
学
校
4
年
　
岩
本 

地
永
さ
ん

優
秀
賞

田
殿
小
学
校
6
年
　
一
⻆ 

友
樹
那
さ
ん

病院の案内
　「救急車を利用するほどではないけど、受診できる病院がわからない」
という方に、受診可能な医療機関を案内しています。

●和歌山医療情報ネット
　スマートフォンやパソコンなどで「わかやま医療情報ネット」と検索する。

●救急医療情報センター　☎ 073-426-1199（24 時間対応）

●こども救急相談ダイヤル（平日19時～翌朝9時、土日祝9時～翌朝9時）
　 ☎♯ 8000（プッシュ回線・携帯電話）　☎ 073-431-8000（ダイヤル回線・IP 電話）

令
和
６
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語　
「
守
り
た
い　
未
来
が
あ
る
か
ら　
火
の
用
心
」
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●
食
事

・
主
食
、
主
菜
、
副
菜
を
基
本
に
、
食
事

の
バ
ラ
ン
ス
を
意
識
し
ま
し
ょ
う
。

・
ご
は
ん
な
ど
の
穀
類
を
し
っ
か
り
と
取

り
ま
し
ょ
う
。

・
野
菜
、
果
物
、
牛
乳
・
乳
製
品
、
豆
類
、

魚
な
ど
も
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
を
意
識

し
ま
し
ょ
う
。

・
食
塩
は
控
え
め
に
、
脂
肪
は
質
と
量
を

考
え
ま
し
ょ
う
。

●
運
動

・
今
よ
り
10
分
多
く
体
を
動
か
し
ま
し
ょ

う
。

・
日
常
生
活
の
中
に
組
み
込
め
る
よ
う
な

散
歩
や
ジ
ョ
ギ
ン
グ
、
ラ
ジ
オ
体
操
、

階
段
の
上
り
下
り
、
ス
ト
レ
ッ
チ
や
筋

力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

●
禁
煙

・
長
年
た
ば
こ
を
吸
っ
て
い
て
も
、
禁
煙

す
る
の
に
遅
す
ぎ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
禁
煙
後
1
年
経
つ
と
肺
機
能
が
改

善
し
、
禁
煙
2
～
4
年
後
に
は
虚
血
性

心
疾
患
や
脳
梗
塞
の
リ
ス
ク
が
約
3
分

の
1
減
少
し
ま
す
。
肺
が
ん
の
リ
ス
ク

日
本
生
活
習
慣
病
予
防
協
会
で
は
、
生

活
習
慣
病
予
防
に
対
す
る
意
識
の
向
上

と
、
そ
れ
に
よ
る
健
康
寿
命
の
伸
長
を
目

指
す
た
め
に
、
毎
年
2
月
を
「
全
国
生
活

習
慣
病
予
防
月
間
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

生
活
習
慣
病
（
高
血
圧
・
糖
尿
病
・
心

臓
病
・
脳
卒
中
な
ど
）
は
、
日
頃
の
食
生

活
や
運
動
・
喫
煙
・
飲
酒
な
ど
に
よ
っ
て

起
こ
る
病
気
で
す
。
生
活
習
慣
病
の
予
防

に
努
め
る
こ
と
で
健
康
寿
命
を
延
ば
し
、

医
療
費
を
抑
え
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

 

生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る
た
め
に

生
活
習
慣
病
は
、
食
事
や
運
動
不
足
、

飲
酒
、
喫
煙
、
不
規
則
な
生
活
な
ど
、
生

活
習
慣
と
密
接
な
関
係
が
あ
り
ま
す
。
進

行
す
る
と
命
に
関
わ
る
よ
う
な
深
刻
な
病

気
が
多
い
た
め
、
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が

大
切
で
す
。
ま
た
、
血
圧
を
測
定
し
た

り
、
特
定
健
康
診
査
を
毎
年
受
診
し
た
り

し
て
、
危
険
因
子
の
早
期
発
見
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

健康みちしるべ

健
康
推
進
課
（
金
屋
庁
舎
）

清
水
行
政
局
住
民
福
祉
室

が
低
下
す
る
の
は
禁
煙
5
年
後
以
降
と

少
し
時
間
が
か
か
り
ま
す
が
、
禁
煙
し

て
10
～
15
年
経
て
ば
、
さ
ま
ざ
ま
な
病

気
に
か
か
る
危
険
が
非
喫
煙
者
の
レ
ベ

ル
ま
で
近
づ
く
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま

す
。

●
飲
酒

・
自
分
の
飲
酒
状
況
を
把
握
し
ま
し
ょ
う
。

・
あ
ら
か
じ
め
量
を
決
め
て
飲
酒
し
ま

し
ょ
う
。

・
1
週
間
の
う
ち
、
飲
ま
な
い
日
を
設
け

ま
し
ょ
う
。

●
睡
眠

・
寝
る
時
間
と
起
き
る
時
間
を
毎
日
一
定

に
し
ま
し
ょ
う
。

・
朝
、
目
覚
め
た
ら
カ
ー
テ
ン
を
開
け
て

自
然
光
を
浴
び
ま
し
ょ
う
。

・
就
寝
前
は
コ
ー
ヒ
ー
や
緑
茶
な
ど
の
カ

フ
ェ
イ
ン
を
含
む
飲
食
物
は
控
え
ま

し
ょ
う
。

生
活
習
慣
病
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

子どもと絵本

●日時／ 2 月 26 日（水）10:00 ～ 11:00
●場所／子育て支援センター
●定員／ 10 組程度
●参加費／無料
●講師／有田川町職員
●申し込み／ 2 月 3 日（月）8:30 ～

開設日時など

あそびのひろば
金曜日（2月7日・14日・21日・28日）
※予約制。
　詳細は予定表でご確認ください。

10:00～11:00
14:00～15:00

※実施状況や毎日の予定表などは、町ホームページでお知らせしています。

子育て支援センター　☎ 090-7966-1697・52-5474（ファクス兼用）

子育て支援センターでは、一時預かり保育を行っています。
詳しくは町ホームページをご覧いただくか
お気軽にお問い合わせください。
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子どもの健康相談 健康推進課（金屋庁舎）
清水行政局住民福祉室

2 月 6 日（木）金屋文化保健センター
2 月 10 日（月）清水保健センター
2 月 20 日（木）金屋文化保健センター
3 月 6 日（木）金屋文化保健センター
3 月 10 日（月）清水保健センター

※清水保健センターでは、10:30 ごろから
　保育士による育児サロンも併せて行います。

乳幼児健診 健康推進課（金屋庁舎）

4 カ月児健診［令和 6 年（2024 年）10 月生まれ］
　2 月 25 日（火）13:00 ～ 13:15
10 カ月児健診［令和 6 年（2024 年）3 月生まれ］
　2 月 4 日（火）12:30 ～ 12:45
1 歳 6 カ月児健診［令和 5 年（2023 年）6 月生まれ］
　2 月 19 日（水）12:45 ～ 13:00
2 歳児健診［令和 4 年（2022 年）11 月生まれ］
　2 月 26 日（水）12:45 ～ 13:00
3 歳 6 カ月児健診［令和 3 年（2021 年）7 月生まれ］
　2 月 18 日（火）12:45 ～ 13:00
■場所／金屋文化保健センター

おとな こども
健康 応援 スケジュール

　あなたの健康を支える「国民健康保険」
医療費状況（令和6年（2024年）12月）

加入者数 6,622 人

支払額 2 億 8,644 万円

1 人当たりの医療費
4 万 3,256 円

（前年同月 4 万 4,651 円）

令和 5 年度（2023 年度）
1 人当たりの医療費

4 万 1,634 円／月

49 万 9,608 円／年

　医療費が増えると、自己負担額や国保税の増
加につながります。私たちのちょっとした心が
けで、その増加を抑えることができます。
＜私たちにできること＞
1．お医者さんのかかり方を見直しましょう

（重複・頻回受診などは、なるべく避けましょう）
2．休日・時間外受診はできるだけ避けましょう
3．薬は上手に飲みましょう

（ジェネリック医薬品について検討してみましょう）
4．健康診断を受けましょう

実施時間
9:00～
11:00

実施時間
9:00～
11:00

実施時間
19:30～20:30

集団健診 健康推進課（金屋庁舎）
清水行政局住民福祉室

2 月 9 日（日）
8:00 ～ 9:20　金屋文化保健センター

特定・胃・大腸・胸部・乳房・子宮

運動教室 健康推進課（金屋庁舎）

2 月 6 日（木）、3 月 6 日（木）　
■場所／きび保健福祉センター

健康フェア 健康推進課（金屋庁舎）
清水行政局住民福祉室

2 月 5 日（水）
・一般健康相談、骨密度測定
・運動教室「ストレッチヨガ」
・栄養講座「メタボ予防は食生活から」
■場所／金屋文化保健センター
3 月 5 日（水）
・一般健康相談、乳がんセルフチェック
・運動教室「関節を整え体の流れを改善エクササイズ」
・栄養講座「知っておこう腎臓のこと」
■場所／金屋文化保健センター
3 月 12 日（水）
・歯と口腔の健康チェック、血管年齢測定、骨量測定
・栄養相談、血圧測定、健診結果の見方や相談
■場所／清水保健センター
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問こども教育課（金屋庁舎）
さつまいもフェス

令和 6 年（2024 年）12 月 12 日（木）に、さつまいもフェスを行いました。春につるを植え、夏に世話をし、
10 月に収穫したさつまいもを焼きいもにして食べました。前日に 1・2 年生は、冷たい水で手がかじかむ中、
一生懸命さつまいもを洗いました。3 年生は、洗ったさつまいもにキッチンペーパーを巻き、アルミホイル
で包みました。5・6 年生は、火起こし器を使って種火を作りました。 組んだ柴

しば

と薪
まき

に無事着火できました。
4 年生は、薪をたいて熾

お き び

火を作りました。炎の勢い、煙の匂いに負けず、たくさん熾火を作ってくれました。
火が落ち着いてきたら、いよいよさつまいもの投入です。さつまいもの焼ける匂いがし始めて待つこと 1 時
間。ほくほくで甘い焼きいもが完成し、全員で食べました。「金色のおいもがおいしい！」と大喜びでした。
また、子どもたちが Canva というソフトを使ってチラシを作り、フェスを盛り上げました。日頃お世話になっ
ている地域の方々にも焼き芋を食べていただき、感謝の気持ちを伝えました。

石垣小学校　さつまいもフェス開催
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図書館だより

今月のイベント
おひざでだっこのおはなし会　※申し込み不要

日時／ 02 月 18 日（火）10:15 ～ 11:15
場所／金屋図書館
対象／ 4 カ月～ 2 歳児

おはなし会
①日程／ 2 月 2 日（日）・ 9 日（日）
　　　　　　 16 日（日）・23 日（日）

時間／ 14:00 ～ 14:30
場所／ポッポ絵本館

②日程／ 2 月 8 日（土）
時間／ 10:30 ～ 11:00
場所／金屋図書館

新着図書案内

【図書施設連絡先・開館日時】
●地域交流センター（ALEC）　☎ 52-4730

火～金：10:00~19:00　土・日・祝日：10:00~17:00
月曜休館（月曜日が祝日の場合、翌日休館）

●ちいさな駅美術館（ポッポ絵本館内）　☎ 52-4730
火～日：12:00~16:00  月曜休館（月曜日が祝日の場合、翌日休館）

●金屋図書館　☎ 32-5789
火～日：10:00~17:00　月・祝日休館

●しみず図書室　☎ 25-1788
火～土：9:00~17:00　日・月・木・祝日休館

今月の移動図書館

全館臨時休館日／ 2 月 13 日（木）
※休館時の図書の返却には、ブックポスト（ALEC・金屋図書館・しみず図
　書室に設置）をご利用ください。

2 月 6 日（木）　八幡小学校　13:00 ～ 13:45
2 月 12 日（水）　しみず園　　15:30 ～ 16:00
2 月 19 日（水）　小川小学校　12:45 ～ 13:10
2 月 21 日（金）　石垣小学校　12:30 ～ 13:00

ブックラザ
「ふわふわ雪だるまをつくろう」※申し込み不要

　日時／ 2 月 27 日（木）10:30 ～約 60 分
場所／金屋図書館
対象／ 2 歳～未就園児
定員／先着 15 組

原画展
有田川町絵本コンクール
2024 受賞者原画展
　期間／ 2 月 28 日（金）まで
　時間／ 12:00 ～ 16：00
　場所／ちいさな駅美術館（ポッポ絵本館内）

※掲載しているイベントについて、諸般の事情により中止ま
たは実施内容が変更される場合があります。最新の情報は、
町ホームページをご覧いただくか、直接図書施設にお問い
合わせください。

■一般書
おしゃれな通園・通学アイテム
　…………………………… 朝日新聞出版／編・著
子どもの一生を決める花粉症対策　……… 村川哲也／著
姿勢のゆがみ図鑑　………… 柴雅仁・林慧亮／著
牧谿の猿　…………………………… 西條奈加／著
花咲小路二丁目中通りのアンパイヤ　……… 小路幸也／著
暗黒戦鬼グランダイヴァー　……… 誉田哲也／著
昇華 機捜 235　… ……………………… 今野敏／著
■児童書
おばけずし　…… 苅田澄子／作　柴田ケイコ／絵
おばあちゃんのあかね色
　………………………… 楠章子／作　あわい／絵
あそび室の日曜日
　………………… 村上しいこ／作　田中六大／絵
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環
境
衛
生
課
か
ら
の

お 
知 

ら 

せ
環
境
衛
生
課
（
吉
備
庁
舎
）

清
水
行
政
局 

建
設
環
境
室

〜
ご
み 

分
別
す
れ
ば
資
源
〜

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
は
、
大
容
量
の

電
力
を
蓄
え
る
こ
と
が
可
能
で
、
繰
り
返

し
充
電
し
て
使
用
で
き
る
電
池
で
す
。
そ

の
利
便
性
か
ら
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や

ゲ
ー
ム
機
器
、
電
子
た
ば
こ
、
掃
除
機
な

ど
、
身
の
回
り
の
さ
ま
ざ
ま
な
製
品
に
内

蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
に
は
、
衝

撃
を
加
え
る
と
発
火
す
る
と
い
う
性
質
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
を
内
蔵
し

た
製
品
を
捨
て
る
と
き
、
正
し
い
方
法
で

廃
棄
し
な
い
と
、
大
き
な
事
故
に
つ
な
が

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
実
際
、
環
境
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
、
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン

電
池
・
バ
ッ
テ
リ
ー
が
原
因
と
思
わ
れ

る
火
災
が
起
き
て
い
ま
す
。
令
和
５
年

（
2
0
2
3
年
）
に
は
ぼ
や
が
21
件
も
発

生
し
て
い
ま
す
。
令
和
6
年
（
2
0
2
4

年
）
11
月
に
は
消
防
隊
が
出
動
す
る
事
態

に
な
り
ま
し
た
。
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池

は
大
変
危
険
な
た
め
、
可
燃
ご
み
で
も
不

燃
ご
み
で
も
捨
て
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
廃
棄
方
法
に
つ
い
て
は
次
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
を
含
む

小
型
充
電
池
の
回
収
を
行
っ
て
い
ま
す

有
田
川
町
で
は
次
の
小
型
充
電
池
の

回
収
を
行
っ
て
い
ま
す
。
場
所
は
有
田

川
町
役
場
吉
備
庁
舎
２
階
の
環
境
衛
生

課
と
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
収
集
場
の
２
カ
所

で
す
。
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
の
は

J
B
R
C
と
い
う
リ
サ
イ
ク
ル
団
体
の

会
員
企
業
が
製
造
し
た
も
の
に
限
り
ま
す
。

会
員
企
業
に
つ
き
ま
し
て
は
J
B
R
C
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
調
べ
く
だ
さ
い
。

●
回
収
で
き
る
も
の

・
ニ
カ
ド
電
池
／
電
動
工
具
・
ラ
ジ
コ
ン

カ
ー
・
モ
ー
タ
ー 

な
ど

・
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
／
パ
ソ
コ
ン
・

ス
マ
ホ
・
モ
バ
イ
ル
バ
ッ
テ
リ
ー 

な
ど

・
ニ
ッ
ケ
ル
水
素
電
池
／
乾
電
池
の
代
替

全
般 

な
ど

※
こ
の
３
種
類
の
電
池
で
あ
っ
て
も
、
解

体
さ
れ
た
電
池
パ
ッ
ク
・
破
損
し
た
電

池
・
膨
張
や
水
濡
れ
し
た
電
池
・
ハ
ー

ド
ケ
ー
ス
に
入
っ
て
い
な
い
ラ
ミ
ネ
ー

ト
タ
イ
プ
の
電
池
な
ど
は
回
収
対
象
外

で
す
。
詳
し
く
は
J
B
R
C
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
を
捨
て
な
い
で
！

火
事
が
起
き
て
い
ま
す

●
回
収
場
所
・
時
間

・
環
境
衛
生
課
（
吉
備
庁
舎
）
8
時
30
分

～
17
時
15
分
（
役
場
開
庁
日
に
伴
う
）

・
有
田
川
町
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
収
集
場
平
日

8
時
30
分
～
15
時
（
12
時
～
13
時
は
休

業
）

※
マ
ン
ガ
ン
乾
電
池
・
ア
ル
カ
リ
乾
電
池

は
地
区
の
回
収
ボ
ッ
ク
ス
へ
入
れ
て
く

だ
さ
い
。

※
端
子
の
絶
縁
が
必
要
で
す
。
回
収
場
所

で
も
絶
縁
テ
ー
プ
を
ご
用
意
し
て
お
り

ま
す
。

※
回
収
対
象
外
の
電
池
に
つ
き
ま
し
て

は
、環
境
衛
生
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

家庭から出る
燃えるごみの収集量

令和 6 年（2024 年）11 月／約 279 トン
前月から約 10 トンの増加

最近よく“SDGｓ（エス・ディー・ジーズ）”という言葉を
耳にします。
これは国連が定めた「持続可能な開発目標」の呼び名です。
ごく簡単に言うと「みんなが幸せで快適な生活を送れるような

未来を作るための目標」でしょうか。
私たち生活者が直接SDGｓに取り組める活動の一つがごみの

減量化です。例えば、リユース服を選ぶことやコンポストを利用
して生ごみの量を減らすこともSDGｓ達成に向けた大切な取り
組みです。より良い地球の未来のためにごみを減らしましょう！

リチウムイオン電池

16広報ありだがわ　2025.2



人権だより
考えてみませんか、私の人権、あなたの人権。

総務課（吉備庁舎）
電話　　　22-3291
ファクス　52-3210

皆
さ
ま
は
誰
か
に
傷
つ
け
ら
れ
た
り
傷

つ
け
て
し
ま
っ
た
と
い
う
経
験
は
あ
り
ま

す
か
？

昔
な
ら
い
じ
め
と
い
え
ば
学
校
や
子
ど

も
た
ち
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
か
っ
た
で

す
が
、
現
在
は
学
校
や
子
ど
も
に
関
わ
ら

ず
、
日
々
ニ
ュ
ー
ス
で
い
ろ
い
ろ
な
ケ
ー

ス
の
問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
実
際
面
識
の
な
い
関
係
で
す

ら
、
S
N
S
で
の
誹
謗
中
傷
な
ど
で
相

手
を
追
い
込
む
こ
と
ま
で
で
き
て
し
ま
う

世
の
中
で
す
。

い
つ
誰
が
こ
う
い
う
立
場
に
な
っ
て
も

お
か
し
く
な
い
現
在
に
、
私
は
違
和
感
を

持
っ
て
い
ま
す
。

人
に
は
い
ろ
い
ろ
な
個
性
が
あ
っ
て
当

た
り
前
、
そ
の
人
の
人
権
を
否
定
し
て

笑
っ
て
い
る
よ
う
な
人
に
は
絶
対
に
な
っ

て
は
い
け
ま
せ
ん
。

私
自
身
、
対
人
関
係
を
大
切
に
し
、
周

り
の
人
に
手
を
差
し
伸
べ
ら
れ
る
人
に
な

り
た
い
で
す
し
、
皆
さ
ま
に
も
な
っ
て
い

た
だ
き
た
い
で
す
。

人
権
機
関
有
田
川
理
事　

佐
々
木 

剛

周
り
に
手
を

差
し
伸
べ
ら
れ
る
人
に

人
権
擁
護
委
員
は
、
国
民
の
基
本
的
人

権
を
守
り
、
ま
た
、
人
権
が
大
切
な
も
の

で
あ
る
こ
と
を
国
民
に
知
っ
て
も
ら
う
た

め
、
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
活
動
す
る

民
間
の
方
々
で
す
。

現
在
、
約
１
万
４
０
０
０
人
の
人
権
擁

護
委
員
が
全
国
の
市
町
村
に
配
置
さ
れ
、

次
の
よ
う
に
積
極
的
な
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
有
田
川
町
に
お
い
て
も
、
街
頭
啓

発
や
各
学
校
へ
の
訪
問
、
特
設
相
談
所
の

開
設
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

①
人
権
啓
発

　
　

住
民
一
人
一
人
の
人
権
意
識
を
高

め
、
人
権
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
も

ら
う
た
め
の
活
動
。

②
人
権
相
談

　
　

面
談
・
電
話
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
手
紙

に
よ
る
人
権
に
関
す
る
相
談
へ
の
対
応

③
人
権
侵
害
の
被
害
者
救
済

　
　

被
害
者
な
ど
か
ら
の
申
告
を
受
け
て
、

法
務
局
職
員
と
協
力
し
て
調
査
を
行
う

な
ど
、
身
近
に
起
こ
る
個
別
の
人
権
に

関
す
る
問
題
を
解
決
に
導
き
ま
す
。

人権特設相談所
日常生活や身の回りの人権問題について、人権擁護委

員が相談を受けます。相談は無料で、秘密は厳守します。
●日時／ 2 月 20 日（木）13:00~16:00
●場所／清水会館

電話による人権相談窓口
みんなの人権 110 番（さまざまな人権問題）

☎ 0570-003-110
女性の人権ホットライン（家庭内暴力など女性の人権問題）

☎ 0570-070-810
こどもの人権 110 番（いじめ・虐待など子どもの人権問題）

☎ 0120-007-110

ま
ち
の
相
談
パ
ー
ト
ナ
ー

人
権
擁
護
委
員　

こ
ど
も
の
人
権
Ｓ
Ｏ
Ｓ

ミ
ニ
レ
タ
ー

法
務
省
の
人
権
擁
護
機
関
で
は
、
子
ど

も
の
人
権
問
題
へ
の
対
応
策
と
し
て
、
全

国
の
小
・
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
に
、「
こ

ど
も
の
人
権
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ミ
ニ
レ
タ
ー
」
を
配

布
し
て
い
ま
す
。

●
対
象
者
／
全
国
の
小
学
校
・
中
学
校
の

児
童
・
生
徒

●
内
容
／
ミ
ニ
レ
タ
ー
を
通
じ
て
教
師
や

保
護
者
に
も
相
談
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
子
ど
も
の
悩
み
を
的
確
に
把
握
し
、

学
校
お
よ
び
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
子
ど
も
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま

な
人
権
問
題
の
解
決
に
当
た
り
ま
す
。

●
実
施
機
関
／
法
務
局
・
地
方
法
務
局
お

よ
び
都
道
府
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

●
設
置
場
所

・
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
（
A
L
E
C
）

・
金
屋
図
書
館

・
し
み
ず
図
書
室
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まちのデータ
（令和 6年（2024 年）12 月末日現在）

人口 2万 4,954 人
男 1万 1,830 人
女 1万 3,124 人

1 万 654 世帯

吉 備 庁 舎
  52－2111金 屋 庁 舎

清水行政局

環 境 セ ン タ ー 52 − 5384
プ ラ ス チ ッ ク 収 集 場 52 − 7855
休 日 急 患 診 療 所 52 − 4882
有 田 聖 苑 52 − 3055
子 育 て 支 援 センター { 52 − 5474

090-7966-1697
有田川町 少 年 センター 52 − 8744

税 

金

◆
◆
◆

確
定
申
告
期
限
の
お
知
ら
せ

●
申
告
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税

の
申
告
・
納
期
限
／
3
月
17
日
（
月
）

●
個
人
事
業
者
の
消
費
税
と
地
方
消
費
税

の
申
告
・
納
期
限
／
3
月
31
日
（
月
）

●
贈
与
税
の
申
告
・
納
期
限
／
3
月
17
日（
月
）

問

湯
浅
税
務
署　

☎
６
３
‐
５
3
５
１

便
利
な
納
付
方
法
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

国
税
の
納
付
は
、
口
座
振
替
に
よ
る
納

付
・
ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
・
ス
マ
ホ
ア
プ
リ

を
利
用
し
た
納
付
な
ど
、
金
融
機
関
や
税

務
署
な
ど
の
窓
口
に
行
く
必
要
が
な
い
、

非
対
面
の
「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付
」
の

ご
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

問

湯
浅
税
務
署　

☎
６
３
‐
５
３
５
１

振
替
納
税
の
ご
案
内

納
税
に
は
「
振
替
納
税
」
が
便
利
で
確

実
で
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
申
告
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税

の
振
替
日
／
4
月
23
日
（
水
）

●
個
人
事
業
者
の
消
費
税
と
地
方
消
費
税

の
振
替
日
／
4
月
30
日
（
水
）

問

湯
浅
税
務
署　

☎
６
３
‐
５
３
５
１

｝

医 

療

◆
◆
◆

国
民
健
康
保
険
に
ご
加
入
の
皆
さ
ま
へ

保
険
証
の
有
効
期
限
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

●
保
険
証
を
紛
失
・
破
棄
し
な
い
よ
う
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
健
康
保
険

証
（
以
下
「
保
険
証
」）
の
一
体
化
に
伴

い
、
保
険
証
は
令
和
6
年
（
2
0
2
4

年
）
12
月
2
日
（
月
）
以
降
、
新
規
発

行
・
再
発
行
が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。

例
年
3
月
に
保
険
証
の
更
新
に
よ
り
、
新

し
い
保
険
証
を
送
付
し
て
い
ま
し
た
が
、

今
年
度
の
送
付
は
あ
り
ま
せ
ん
。
令
和
6

年
（
2
0
2
4
年
）
3
月
に
令
和
7
年

（
2
0
2
5
年
）
12
月
1
日
ま
で
有
効
期

限
の
あ
る
保
険
証
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

お
手
元
に
あ
る
有
効
な
保
険
証
は
、
保
険

証
の
記
載
内
容
に
変
更
の
な
い
限
り
、
有

効
期
限
ま
で
引
き
続
き
使
用
で
き
ま
す
。

間
違
っ
て
破
棄
し
な
い
よ
う
に
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

※
転
居
・
世
帯
の
異
動
な
ど
で
、
保
険
証

の
記
載
内
容
が
変
更
す
る
場
合
に
は
、

有
効
期
限
前
で
も
保
険
証
は
使
用
で
き

な
く
な
り
ま
す
。

※
国
民
健
康
保
険
の
加
入
・
喪
失
手
続
き

に
つ
い
て
は
、
今
ま
で
と
同
様
に
届
け

出
が
必
要
で
す
。
就
職
・
退
職
に
伴
っ

て
健
康
保
険
が
変
わ
る
場
合
は
お
近
く

の
窓
口
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
誤
っ
て
破
棄
・
紛
失
さ
れ
た
場
合
は
、

資
格
確
認
書
ま
た
は
資
格
情
報
の
お
知

ら
せ
を
発
行
し
ま
す
の
で
、
窓
口
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

問

住
民
課
（
吉
備
庁
舎
）

城 山 出 張 所 23 － 0001
粟 生 連 絡 所 22 － 0351
五 郷 出 張 所 22 － 0254
安 諦 出 張 所 26 － 0001
水 道 課 52 − 5356
下 水 道 課 53 － 1031
ＡＬＥＣ（ ア レッ ク ） 52 − 4730

交通事故発生件数
（12月中、物損含む）

有田川町 57 件
死者 0人　負傷 1人

有田湯浅警察署調べ

お知らせお知らせ
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年 

金

◆
◆
◆

口
座
振
替
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

納
付
の
ご
案
内

国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
書
で
納
め
て

い
た
だ
い
て
い
る
皆
さ
ま
は
、
口
座
振
替

や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
を
ご
利
用
い

た
だ
く
と
、
金
融
機
関
な
ど
へ
保
険
料
を

納
め
に
行
く
手
間
と
時
間
が
省
け
、
納
め

忘
れ
の
心
配
が
な
く
な
り
ま
す
。

●
納
付
の
方
法

①
2
年
前
納

②
１
年
前
納
（
４
月
～
翌
年
３
月
分
）

③
６
カ
月
前
納
（
４
月
～
９
月
分
、
10
月

～
翌
年
３
月
分
）

④
当
月
末
振
替（
早
割
）（
口
座
振
替
の
み
）

⑤
翌
月
末
振
替
（
割
引
な
し
）

保
険
料
は
、①
～
③
の
前
払
い
（
前
納
）

を
す
る
と
割
引
が
適
用
さ
れ
お
得
で
す
。

２
年
・
１
年
・
６
カ
月
前
納
は
、
そ
の
期

間
に
応
じ
た
割
引
が
あ
り
ま
す
（
口
座
振

替
と
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
で
は
、
割

引
額
が
異
な
り
ま
す
）。
④
の
早
割
は
、

月
60
円
（
年
間
7
2
0
円
）
が
割
り
引

き
さ
れ
ま
す
。

申
し
込
み
は
、和
歌
山
西
年
金
事
務
所
、

住
民
課
（
吉
備
庁
舎
）・
や
す
ら
ぎ
福
祉

課
（
金
屋
庁
舎
）・
清
水
行
政
局
住
民
福

祉
室
、
口
座
振
替
を
行
う
口
座
の
あ
る
金

融
機
関
の
窓
口
へ
申
込
用
紙
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

な
お
、
１
年
・
６
カ
月
前
納
を
希
望
す

防
衛
省
・
自
衛
隊
か
ら
の
お
知
ら
せ

各
種
目 

自
衛
官
の
募
集

●
自
衛
官
候
補
生

・
資
格
／
18
以
上
33
歳
未
満
の
者

・
受
付
期
間
／
2
月
20
日
（
木
）
ま
で 

・
試
験
日
／
【
w
e
b
試
験
】
2
月
23

日
（
日
）
～
26
日
（
水
）【
身
体
検
査
・

口
述
】
3
月
1
日
（
土
）

・
試
験
会
場
／
和
歌
山
地
方
協
力
本
部

（
和
歌
山
市
）

●
予
備
自
衛
官
補
（
一
般
）

・
資
格
／
18
歳
以
上
52
歳
未
満
の
者

・
受
付
期
間
／
4
月
8
日
（
火
）
ま
で 

・
試
験
日
／
【
w
e
b
試
験
】
4
月
6

日
（
日
）
～
20
日
（
日
）（
予
定
）

・
試
験
会
場
／
和
歌
山
地
方
協
力
本
部

（
和
歌
山
市
）

●
予
備
自
衛
官
補
（
技
能
）

・
資
格
／
18
歳
以
上
で
保
有
す
る
技
能
に

応
じ
53
歳
～
55
歳
未
満
の
者

・
受
付
期
間
／
4
月
8
日
（
火
）
ま
で 

・
試
験
日
／
【
w
e
b
試
験
】
4
月
6

日
（
日
）
～
20
日
（
日
）（
予
定
）

・
試
験
会
場
／
陸
上
自
衛
隊
伊
丹
駐
屯
地

（
兵
庫
県
伊
丹
市
）

●
自
衛
隊
医
科
・
歯
科
幹
部

・
資
格
／
医
師
免
許
ま
た
は
歯
科
医
師
の

免
許
取
得
者

・
受
付
期
間
／
5
月
22
日
（
木
）
ま
で 

・
試
験
日
／
6
月
20
日
（
金
）（
予
定
）

・
試
験
会
場
／
受
験
票
交
付
時
通
知

る
場
合
は
、
令
和
7
年
（
2
0
2
5
年
）

２
月
末
（
年
金
機
構
へ
必
着
）
ま
で
に
提

出
が
必
要
で
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
、
割
引
に
関
す
る
詳
細
は
、

ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル
（
０
５
７
０

‐
０
０
３
‐
０
０
４
）
へ
。

問

住
民
課
（
吉
備
庁
舎
）

募 

集

◆
◆
◆

建
設
・
警
備
・
運
輸
お
よ
び
福
祉
・

介
護
・
医
療
の
人
材
の
募
集

各
業
界
で
は
、イ
ン
フ
ラ
整
備
や
安
全
・

安
心
の
確
保
、
移
動
手
段
・
物
流
や
必
要

な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
お
り
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
欠

か
せ
な
い
も
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
各
業

界
を
担
う
人
材
が
不
足
し
て
お
り
、
早
期

の
解
消
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
各
業

界
の
お
仕
事
に
興
味
の
あ
る
方
、
就
い
て

み
た
い
方
は
、
経
験
の
有
無
に
関
わ
ら
ず

お
気
軽
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
応
募
書
類
作
成
支

援
や
面
接
対
策
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め

の
ハ
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
の
サ
ー
ビ

ス
メ
ニ
ュ
ー
の
利
用
が
で
き
ま
す
。

問

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
湯
浅
相
談
部
門

　

☎
６
３
‐
1
1
4
4

※
受
験
資
格
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問

防
衛
省
自
衛
隊
和
歌
山
地
方
協
力
本
部 

有
田
募
集
案
内
所
（
有
田
市
宮
崎
町

1
0
6
‐
2
）　

☎
８
２
‐
６
６
３
１　

E-m
ail  w

akayam
a.pco-arita@

rct.gsdf.m
od.go.jp

放
送
大
学
　
入
学
生
募
集

放
送
大
学
で
は
4
月
入
学
生
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
幅
広
い
世
代
の
8
万

5
0
0
0
人
以
上
の
学
生
が
、
大
学
卒

業
や
学
び
の
楽
し
み
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

目
的
で
学
ん
で
い
ま
す
。
授
業
に
は
3
つ

の
ス
タ
イ
ル
が
あ
り
、
B
S
放
送
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
視
聴
す
る
、
ま
た
講
師

か
ら
直
接
受
け
る
授
業
が
あ
り
ま
す
。
心

理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・
情

報
・
自
然
科
学
な
ど
、
3
0
0
以
上
の

授
業
科
目
が
あ
り
、
1
科
目
か
ら
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
す
。
資
料
請
求
な
ど
、
お
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
出
願
期
間

・
第
1
回
／
2
月
28
日
（
金
）
ま
で

・
第
2
回
／
3
月
11
日
（
火
）
ま
で

問

放
送
大
学
和
歌
山
学
習
セ
ン
タ
ー

　

☎
0
7
3
‐
4
3
1
‐
0
3
6
0

お知らせお知らせ
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町
営
住
宅
入
居
者
募
集

町
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

申
し
込
み
方
法
や
入
居
者
資
格
な
ど
、
詳

細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

●
申
込
受
付
期
間
／
2
月
3
日
（
月
）
～

14
日
（
金
）（
※
の
住
宅
に
つ
い
て
は

随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。）

※
役
場
開
庁
日
時
に
伴
う
。

●
申
込
受
付
場
所
／
清
水
行
政
局
建
設
環

境
室
、
各
出
張
所

●
そ
の
他

・
応
募
者
が
募
集
戸
数
を
超
え
た
場
合

は
、
条
例
の
規
定
に
よ
り
入
居
者
を
決

定
し
ま
す
。

・
み
な
し
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
と
は
町
営

住
宅
の
入
居
資
格
の
う
ち
、
収
入
に
か

か
る
要
件
を
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
の
入

居
資
格
ま
で
拡
大
し
た
住
宅
の
こ
と
で

す
。

・
表
に
記
載
の
月
額
家
賃
は
令
和
6
年
度

（
2
0
2
4
度
）
の
家
賃
で
す
。

・（
※
）
の
住
宅
に
つ
い
て
は
、
随
時
募

集
対
象
住
宅
で
あ
る
た
め
、
申
し
込
み

時
に
お
い
て
入
居
者
が
決
定
し
て
い
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

問

清
水
行
政
局
建
設
環
境
室

団地名 所在地 戸数 月額家賃 備考

粟生※ 粟生 213 番地 1 戸 1 万 2,400 円～ 2 万 4,400 円 昭和 62 年（1987 年）建築、木造 2 階建て
3DK・浴室・トイレ、床面積 66.1㎡

二川 二川 204 番地 1 1 戸 1 万 4,900 円～ 2 万 9,300 円 平成 4 年（1992 年）建築、木造 2 階建て
3DK・浴室・トイレ、床面積 73.6㎡

宮川 宮川 127 番地 1 戸 1 万 4,900 円～ 2 万 9,300 円 平成 8 年（1996 年）建築、木造 2 階建て
3DK・浴室・トイレ、床面積 79.4㎡

清水第 2 ※ 清水 366 番地 1 4 戸 1 万 3,500 円～ 2 万 6,500 円 昭和57年（1982年）建築、簡易耐火2 階建て
3DK・浴室・トイレ、床面積 63.3.㎡

清水第 3 ※ 清水 816 番地 1 2 戸 1 万 6,200 円～ 3 万 1,900 円 平成 6 年（1994 年）建築、木造 2 階建て
4DK・浴室・トイレ、床面積 79.3㎡

清水小原※ 清水 676 番地 6 1 戸 1 万 2,600 円～ 2 万 4,700 円 昭和 62 年（1987 年）建築、木造 2 階建て
3DK・浴室・トイレ、床面積 66.1㎡

清水小原※ 清水 676 番地 8 1 戸 3 万 3,400 円（みなし特定公共賃貸住宅） 昭和 63 年（1988 年）建築、木造 2 階建て
3DK・浴室・トイレ、床面積 71.8㎡

清水小原※ 清水 676 番地 9 1 戸 1 万 5,200 円～ 2 万 9,800 円 平成 5 年（1993 年）建築、木造 2 階建て
3DK・浴室・トイレ、床面積 74.1㎡

清水小原※ 清水 676 番地 9 1 戸 1 万 4,600 円～ 2 万 8,600 円 平成 3 年（1991 年）建築、木造 2 階建て
3DK・浴室・トイレ、床面積 73.8㎡

久野原第 2 ※ 久野原 464 番地 1 2 戸 1 万 5,800 円～ 3 万 1,000 円 平成 6 年（1994 年）建築、木造 2 階建て
3DK・浴室・トイレ、床面積 78.1㎡

板尾※ 板尾 497 番地 1
1 戸 9,300 円～ 1 万 8,200 円

昭和 60 年（1985 年）建築、木造平屋建て
3DK・浴室・トイレ、床面積 54.4㎡

1 戸 2 万 7,600 円（みなし特定公共賃貸住宅）

押手※ 押手 274 番地 1 1 戸 1 万 5,100 円～ 2 万 9,600 円 平成 7 年（1995 年）建築、木造 2 階建て
3DK・浴室・トイレ、床面積 74.8㎡

お知らせお知らせ
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や
か
か
り
つ
け
医
の
指
示
に
従
わ
な
い
こ

と
が
原
因
の
一
つ
で
す
。

糖
尿
病
を
患
い
、
透
析
導
入
さ
れ
る
方

は
、
既
に
動
脈
硬
化
症
で
手
足
の
冷
え
・

し
び
れ
が
あ
り
合
併
症
の
症
状
が
現
れ
、

週
3
回
4
～
5
時
間
の
透
析
治
療
に
耐
え

ら
れ
な
い
患
者
さ
ん
も
多
く
見
受
け
ら
れ

ま
す
。
腎
臓
は
「
沈
黙
の
臓
器
」
と
呼
ば

れ
、
体
に
異
常
が
出
た
と
き
既
に
手
遅
れ

で
す
。
一
生
続
く
辛
い
透
析
治
療
を
避
け

る
た
め
に
、
特
定
健
診
や
定
期
健
診
、
か

か
り
つ
け
医
の
受
診
を
受
け
、
早
期
発
見

に
努
め
、重
篤
化
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

●
糖
尿
病
か
ら
透
析
導
入
に
な
っ
た
方
の
声

・
針
金
の
よ
う
な
太
い
針
を
動
脈
・
静
脈

の
2
カ
所
に
毎
回
刺
さ
れ
る
の
が
痛

く
、
4
～
5
時
間
、
ベ
ッ
ド
に
寝
た
き

り
の
透
析
が
非
常
に
辛
い
し
疲
れ
る
。

・
週
3
回
の
4
～
5
時
間
の
透
析
が
一
生

続
く
と
思
う
と
後
悔
の
念
に
駆
ら
れ
る
。

・
健
診
で
糖
尿
病
と
言
わ
れ
た
と
き
、
病

院
に
通
院
し
、
食
事
管
理
な
ど
医
師
の

言
う
と
お
り
に
従
っ
て
い
れ
ば
よ
か
っ

た
と
今
さ
ら
に
思
う
。

・
日
常
の
行
動
に
制
約
が
あ
り
、
気
分
的

な
負
担
が
大
き
い
。

・
水
分
管
理
や
体
重
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が

非
常
に
難
し
い
。

問
特
定
非
営
利
活
動
法
人
和
歌
山
県
腎
友
会

☎
0
7
3
‐
4
2
7
‐
1
2
2
0

令
和
6
年
度
　
湯
浅
保
健
所

家
族
教
室
の
ご
案
内

●
日
時
／
3
月
5
日
（
水
）
13
時
30
分
～

15
時

●
場
所
／
有
田
振
興
局
3
階 

大
会
議
室

（
湯
浅
町
湯
浅
2
3
5
5
‐
1
）

●
内
容 

／
引
き
こ
も
り
状
態
に
あ
る
人

の
理
解
と
対
応

●
講
師
／
宮
西
照
夫
さ
ん
（
和
歌
山
大
学

名
誉
教
授
・
N
P
O
法
人
ヴ
ィ
ダ
・

リ
ブ
レ
理
事
長
）

●
定
員
／
30
人
（
先
着
・
無
料
）

●
申
し
込
み
方
法
／
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
に

て
氏
名
・
連
絡
先
・
特
別
な
配
慮
（
手

話
通
訳
や
車
椅
子
な
ど
）
が
必
要
か
ど

う
か
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
限
／
2
月
26
日
（
水
）

※
特
別
な
配
慮
が
必
要
な
場
合
は
、
2
月

19
日
（
水
）
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問

湯
浅
保
健
所
保
健
課

　

☎
６
４
‐
1
2
9
4

　

フ
ァ
ク
ス　

6
４
‐
1
2
9
0

糖
尿
病
か
ら
の
透
析
導
入
を

避
け
る
た
め
に

N
P
O
法
人
和
歌
山
県
腎
友
会
は
、

透
析
治
療
を
し
て
い
る
患
者
の
団
体
で

す
。
昨
今
、
生
活
習
慣
の
乱
れ
か
ら
糖
尿

病
を
患
い
、
人
工
透
析
を
導
入
さ
れ
る
方

が
非
常
に
増
大
し
て
い
ま
す
。
こ
の
傾
向

は
、
糖
尿
病
を
甘
く
見
す
ぎ
、
健
康
診
断

案 

内

◆
◆
◆

講
演
会
「
困
っ
て
い
る
子
ど
も
た
ち

と
ネ
ッ
ト
・
ゲ
ー
ム
依
存
と
の
関
係
」

心
理
学
的
な
観
点
か
ら
、
孤
独
・
孤
立

状
態
や
不
登
校
、
発
達
障
害
、
生
き
づ
ら

さ
を
抱
え
た
子
ど
も
た
ち
と
ネ
ッ
ト
依
存

（
S
N
S
・
ゲ
ー
ム
な
ど
）
の
関
係
に
つ

い
て
お
話
し
ま
す
。

●
日
時
／
2
月
15
日
（
土
）
10
時
30
分
～

12
時
（
受
け
付
け
開
始
10
時
～
）

●
場
所
／
き
び
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
2
階

多
目
的
ホ
ー
ル

●
対
象
／
ど
な
た
で
も
無
料
で
ご
参
加
い

た
だ
け
ま
す
。

●
定
員
／
30
人
（
先
着
）

●
申
し
込
み
方
法
／
次
の

二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
主
催
／
N
P
O
法
人
P
e
e
r
N
e
t

（
ぴ
あ
・
ね
っ
と
）
有
田
川
町
ひ
き
こ
も

り
サ
ポ
ー
ト
事
業
E
L
‐
B
A
S
E

（
え
る
・
べ
ー
す
）

●
講
師
／
小
山
秀
之
さ
ん

　
（
P
e
e
r
N
e
t
理
事
長
・
横
浜
市

立
大
学
客
員
准
教
授
・
内
閣
府
こ
ど
も

家
庭
庁
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

問

E
L
‐
B
A
S
E
（
え
る
・
べ
ー
す
）

☎
0
8
0
‐
3
7
7
1
‐
9
3
6
0

お知らせお知らせ
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公
共
下
水
道
へ
の
早
期
接
続
を

お
願
い
し
ま
す

下
水
道
は
、
各
家
庭
の
ト
イ
レ
や
台
所

な
ど
か
ら
排
水
さ
れ
る
水
を
処
理
セ
ン

タ
ー
で
安
全
で
き
れ
い
な
水
に
処
理
し
、

川
に
放
流
し
て
い
ま
す
。

公
共
下
水
道
お
よ
び
農
業
集
落
排
水
が

整
備
さ
れ
た
区
域
に
お
住
ま
い
で
、
ま
だ

下
水
道
に
接
続
し
て
い
な
い
ご
家
庭
は
、

早
期
の
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

問

下
水
道
課

弾道ミサイル発射情報の訓練放送を実施します
メッセージが流れたら、落ち着いて、直ちに行

動してください。

●屋外にいる場合／近くの建物か地下に避難。
●建物がない場合／物陰に身を隠すか、地面に伏
せて頭部を守る。

●屋内にいる場合／窓から離れるか、窓のない部
屋に移動する。

●日時／ 2 月 12 日（水）11:00 ～
国からの弾道ミサイル発射情報を「J ア

ラート」を介し、自動で住民へ伝達する訓
練を全国一斉に実施します。防災行政無線
放送などの情報配信を実施しますが、訓練
ですので実際の情報と取り違えないように
ご注意ください。

※手話は、使う人やコミュニケーションをとる相手などによって異なるため、ここで紹介している手話と違う表現を使うことがあります。

先月号の答えは
「旅行」でした！
今月の答えは次号で発表！

ヒント…童謡「う〇はひろいな
おおきいなー」

右手の小指を立てて、唇の右
側にちょこんと当てて、右手
の手のひらを上にして左から
右方向へ波のようにゆらゆら
させる。

続けてみよう！ 手話でしりとり！「う〇」
手話で「しりとり」していきましょう。皆さんはどんな言葉をつなげていきますか？

「もしもの時」のために登録を
ありだがわ防災・行政ナビ

「ライフビジョンアプリ」をインストー
ルしてください。無料で利用できます。

iOS
（iPhone）

android
（スマートフォン）

お知らせお知らせ
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月 火 水 木 金 土 日
1 2

□おはなし会
（ポッポ絵本館）
【ALEC】

3 4
□ 10 カ月児健診

（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

5
□健康フェア

（金屋文化保健センター）
　【健康推進課】
□手話講習会
　初心者クラス

（金屋庁舎）
【やすらぎ福祉課】

6
□運動教室

（きび保健福祉センター）
【健康推進課】

□令和 6 年度ゲート
キーパー養成講座

（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

7 8
□おはなし会

（ポッポ絵本館）
【ALEC】

9
□おはなし会

（ポッポ絵本館）
【ALEC】

□集団健診
　（金屋文化保健センター）
　【健康推進課】

10 11建国記念の日 12 13 14バレンタインデー
□手話講習会

ステップアップ・
こどもクラス

（金屋庁舎）
【やすらぎ福祉課】

15 16
□おはなし会

（ポッポ絵本館）
【ALEC】

17 18
□おひざでだっこ

のおはなし会
（金屋図書館）
【金屋図書館】

□ 3 歳 6 カ月児健診
（金屋文化保健センター )
【健康推進課】

19
□ 1 歳 6 カ月児健診

（金屋文化保健センター )
　【健康推進課】
□手話講習会
　初心者クラス

（金屋庁舎）
【やすらぎ福祉課

20
□人権特設相談所

（清水会館）
　【総務政策室】

21 22 23 天皇誕生日
□おはなし会

（ポッポ絵本館）
【ALEC】

24 振替休日 25
□ 4 カ月児健診
　（金屋文化保健センター )
　【健康推進課】
□水道・下水道料金
　口座振替日

【水道課・下水道課】

26
□ 2 歳児健診
　（金屋文化保健センター )

【健康推進課】

27 28 3/1 2
□第 18 回
　有田川駅伝大会

【社会教育課】

3 ひな祭り 4
□ 10 カ月児健診

（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

5
□健康フェア

（金屋文化保健センター）
　【健康推進課】
□手話講習会
　初心者クラス

（金屋庁舎）
【やすらぎ福祉課】

6
□運動教室

（きび保健福祉センター）
【健康推進課】

7
□手話講習会

ステップアップ・
こどもクラス

（金屋庁舎）
【やすらぎ福祉課】

8 9

2月のありだがわ
各イベントなどの詳細は、
☎ 52-2111 にご連絡いただくか、

【　】内の担当までお問い合わせください。

□消費生活相談
　（毎週金曜日）

（第 1 金曜日：
清水行政局、
それ以外 : 金
屋庁舎）

【商工観光課】

【お知らせ】
当ページに掲載しているイベントな

どについて、やむを得ず中止となる恐
れがあります。最新の情報は町ホーム
ページでご確認いただくかお問い合わ
せください。

□第 8 期国民健康保険税納期限【税務課】
□第 8 期後期高齢者医療保険料普通徴収納期限【住民課】
□第 8 期介護保険料普通徴収納期限【長寿支援課】
□水道・下水道料金納期限（納付書）【水道課・下水道課】
□手話講習会ステップアップ・こどもクラス（金屋庁舎）【やすらぎ福祉課】

お知らせお知らせ
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久
野
原
の
御
田
は
、
和
歌
山
県
の
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ

れ
て
い
る
伝
統
芸
能
で
す
。
本
年
２
月
11
日
（
火
・
祝
）
に
、
久

野
原
区
の
岩
倉
神
社
境
内
に
お
い
て
奉
納
さ
れ
ま
す
。

久
野
原
区
に
は
、
縄
文
時
代
後
期
（
約
４
０
０
０
年
前
）
の
遺

跡
が
存
在
す
る
な
ど
古
く
か
ら
人
々
が
暮
ら
し
て
き
ま
し
た
が
、

江
戸
時
代
に
大
規
模
な
用
水
路
が
整
備
さ
れ
る
ま
で
長
ら
く
水
不

足
に
悩
ま
さ
れ
て
き
た
地
域
で
し
た
。
久
野
原
の
御
田
は
、
こ
の

よ
う
な
状
況
の
中
で
稲
作
の
生
産
過
程
を
模
倣
的
に
演
じ
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
そ
の
年
の
豊
作
を
神
仏
に
祈
願
す
る
た
め
に
行
わ
れ

て
き
た
も
の
で
す
。
そ
の
歴
史
は
、
室
町
時
代
に
さ
か
の
ぼ
る
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

全
国
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
御
田
行
事
の
大
半
は
、
田
植
え
の
所

作
ま
で
で
す
が
、
久
野
原
の
御
田
は
田
起
こ
し
か
ら
、
稲
刈
り
、

籾も
み
そ
な供
え
ま
で
の
全
生
産
工
程
を
舅
し
ゅ
う
とが
聟む
こ

に
教
え
る
も
の
で
、
こ
の

よ
う
な
例
は
全
国
的
に
も
珍
し
く
、
大
変
貴
重
な
も
の
と
評
価
さ

れ
て
い
ま
す
。
御
田
に
先
立
ち
行
わ
れ
る
お
渡
り
は
、
幟の
ぼ
りを

先
頭

に
役
者
や
関
係
者
が
整
列
し
、
謡う
た

い
囃ば
や
し子

を
歌
い
な
が
ら
岩
倉
神

社
の
馬
場
道
を
ゆ
っ
く
り
と
歩
き
ま
す
。
御
田
は
、
岩
倉
神
社
境

久く
の
は
ら

野
原
の
御お

ん
だ田

が
奉
納
さ
れ
ま
す

内
の
舞
台
で
行
わ
れ
、
舅
方
・
聟
方
に
分
か
れ
た
座ざ
う
た
い謡
に
よ
る

歌
や
掛
け
合
い
に
応
じ
て
、役
者
が
無
言
で
演
技
を
行
い
ま
す
。

そ
の
中
で
も
子
ど
も
た
ち
が
演
じ
る
早
乙
女
役
は
、
御
田
終
盤

の
苗
取
り
・
田
植
え
・
稲
刈
り
な
ど
主
要
な
農
作
業
の
場
面
に

登
場
し
、
そ
の
愛
く
る
し
い
動
作
に
よ
っ
て
場
は
華
や
い
だ
雰

囲
気
に
な
り
ま
す
。

現
在
、
全
国
的
に
も
過
疎
化
に
よ
っ
て
伝
統
芸
能
の
保
存
や
継

承
が
困
難
な
時
代
を
迎
え
る
中
、
保
存
会
を
中
心
と
し
た
久
野
原

区
民
の
皆
さ
ま
に
よ
る
並
々
な
ら
ぬ
努
力
に
よ
っ
て
、
数
百
年
以

上
に
も
わ
た
る
伝
統
が
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
な
ど
も
あ
り
、
こ
こ
数
年
は
行
事
の
一
部
の

み
実
施
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、本
年
は
平
成
31
年
（
２
０
１
９
年
）

以
来
６
年
ぶ
り
に
全
て
の
演
目
が
奉
納
さ
れ
ま
す
。

現
在
、
保
存
会
関
係
者
を
中
心
に
本
番
に
向
け
た
練
習
や
準

備
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
と
も
２
月
11
日
（
火
・
祝
）
に

は
多
く
の
皆
さ
ま
に
現
地
を
訪
れ
て
い
た
だ
き
、
こ
の
歴
史
あ

る
伝
統
芸
能
を
ご
観
覧
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

●
久
野
原
の
御
田

・
奉
納
日
時
／
２
月
11
日

（
火
・
祝
）（
お
渡
り
12
時

30
分
～
、
御
田
13
時
～
）

・
奉
納
場
所
／
岩
倉
神
社

（
久
野
原
小
学
校
北
隣
）

久野原の御田（平成31年（2019年）奉納）
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